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ＮＰＯ法人日本もったいない食品センター

食品ロスと貧困が
共存する現代の問題について



当団体の目的

食
品
ロ
ス
削
減

生
活
困
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者
支
援

二大社会課題の解決



食品ロスとは

そもそも
食品ロスとは

食べられるのに
・・・・・

棄てられてしまう食品



食品ロスとは

農林水産省 令和4年度（2022年度）推計値

家庭系食品ロス

236万トン
事業系食品ロス

236万トン



ちなみに

480万トン
消費者庁（食品ロスについて知る・学ぶ）

世界の食料支援量





世界の廃棄物

衣服

0.9約 億トン

電子廃棄物

0.6約 億トン

廃タイヤ

1約 億トン

プラスチックごみ

4約 億トン



食品廃棄

7.8

飢餓や
栄養失調

国連食糧農業機関関（FAO）「世界の食料安全保障と栄養の現状（SOFI）: 2024年報告」、UNEP『食品廃棄指標報告2024』

約 億人

世界の
食品廃棄

10.5約 億トン

世界の

9人に1人
生産食品の

5分の1



私たちは何をしているか



ecoeatとは

ecoeatの目的

1

啓発活動
（知識と意識を高める）

2

活動費の捻出
（持続性の確保）

3

地域貢献
（食料品支援）



食品ロスが出る理由

メーカーの
作りすぎが問題？



食品ロスが出る理由

では小売店が
悪いのか？



食品ロスが出る理由

では、私たち消費者が
悪いのでしょうか？



食品ロスが出る、見えにくい大きな原因

単価が低い

+

物流費の問題



その時思ったのが

「捨てるぐらいなら
くださいよ」



生活困窮者支援を始めたのは

15.7

相対的
貧困率

厚生労働省「2022年国民生活基礎調査の概況」

%

7人に1人



私たちの生活困窮者支援 （ご家庭への支援）

4650
2023年

世帯

3802
2022年

世帯

2740
2021年

世帯

17068
4年で合計

世帯

5876
2024年

世帯



私たちの生活困窮者支援 （支援団体への支援）

295
2023年

団体51
2022年

団体

458
3年で合計

団体

112
2024年

団体





事業規模と活動実績

8,8002023年度
事業費計

受取助成金等

万円

0円

国庫補助金等0円

内、

事業規模
2023年9月1日～2024年8月31日



事業規模と活動実績

活動実績

2946

直接的
食品ロス削減値

トン

2024年1月1日～2024年12月31日

5876

食料品支援
配送世帯数

世帯 112

食料品寄贈
団体数

団体



今後の課題

物流費を
抑えたい

+
仕入れを

安定させたい



目標

と

ゼロ ゼロ



目標

と

ゼロ ゼロ

食品ロス 貧困



目標

官民協働で
食品ロス・困窮ゼロへ

困窮者の把握等

食料品の支援

連携

食品ロス

寄贈・買取

食品製造・卸・小売
生産者
外食産業

地方自治体



SDGs

Target  1.2
2030年までに、各国定義によるあら
ゆる次元の貧困状態にある、全ての
年齢の男性、女性、子供の割合を半
減させる。

食料や衣類など人間らしい生活の必要最低条

件の基準が満たされていない絶対的貧困状態

にある方の食料品支援に取り組んでいます。

Target  2.1
５歳未満の子供の発育阻害や消耗性疾患
について国際的に合意されたターゲット
を2025年までに達成するなど、2030年ま
でにあらゆる形態の栄養不良を解消し、
若年女子、妊婦・授乳婦及び高齢者の栄
養ニーズへの対処を行う。

時間的・経済的に厳しい状況下に陥りやすい

母子家庭に積極的に食料品支援をおこない、

笑顔のある健全な保育を支援しています。

Target  3.2
全ての国が新生児死亡率を少なくとも出
生1,000件中12件以下まで減らし、５歳
以下死亡率を少なくとも出生1,000件中
25件以下まで減らすことを目指し、 
2030年までに、新生児及び５歳未満児の
予防可能な死亡を根絶する。

国内において総件数の割合は非常に小さいも

のですが家庭内における虐待死の原因の中で

も貧困に起因するものは食料品の支援によっ

て改善されるものと信じて支援しています。

Target  4.4
2030年までに、技術的・職業的スキ
ルなど、雇用、働きがいのある人間
らしい仕事及び起業に必要な技能を
備えた若者と成人の割合を大幅に増
加させる。

地球環境の悪化を無視した事業活動は今後の

拡大を期待できません。地域の学校・学生と

連携し、食品ロスに関わる正しい知識の提供

に務め、未来の人材育成を支援します。

Target  12.3
2030年までに小売・消費レベルにお
ける世界全体の一人当たりの食料の
廃棄を半減させ、収穫後損失などの
生産・サプライチェーンにおける食
品ロスを減少させる。

当団体のコア事業活動であるecoeatの収益を

活動原資として生産・サプライチェーンにお

ける食品ロス減少を図っております。

Target  16.2
あらゆる場所において、全ての形態
の暴力及び暴力に関連する死亡率を
大幅に減少させる。

貧困から攻撃性が生まれる一方、助力から笑

顔や安堵が生まれます。私たちは公平に話を

聞き、公正に手を差し伸べることで暴力が減

少すると信じて支援しています。



最後に

我慢できることを少しずつ。
そのために知ってほしい 。
豊かなうちにできること。
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